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ている CD74に特異的な siRNAの導入を行い、eotaxinタンパク産生に及ぼす影響を検討した。 
その結果、WTマウスに比較してMIF Tgマウスでは花粉特異的な好酸球浸潤の亢進が認められ、
MIF KOマウスでは好酸球浸潤の抑制が認められた（WT: 3.0 ± 0.3 cells/field、 MIF Tg: 4.6 ± 0.4 
cells/field、 MIF KO: 1.4 ± 0.9 cells/field、 P<0.05[Tg vs WT]、 P<0.005[KO vs WT]）。また、
eotaxinや IL-4、 IL-13等の遺伝子発現についてもWTマウスに比較してMIF Tgマウスでの発現
亢進およびMIF KOマウスでの発現抑制が認められた。さらに、線維芽細胞を用いた in vitro解析




すること、さらに MIF による eotaxin 誘導には CD74 が関与する可能性が示された。また、好酸
球浸潤の増多に対してマスト細胞は眼周囲皮膚への浸潤増多を認めなかった。このことから、マス











陽性 CD4 陽性細胞） の誘導を介してアレルギー症状の発症を抑制することを明らかにしている。
しかし、現状では葛根湯の予防的投与のみによる致死的疾患でもある食物アレルギーの治療は実施
が困難であること、また、制御性 T 細胞の誘導は OIT の治療機序に重要であることから、本研究








症率: 未治療 89.1%、OIT 56.3%、OIT+葛根湯 33.3%、P<0.01 [OIT vs OIT+葛根湯]、P<0.001[未
治療 vs OIT、未治療 vs OIT+葛根湯]）。各群のマウスの近位結腸から抽出した mRNAを用いた
網羅的遺伝子発現解析の結果、未治療群で発現上昇が認められた Th2型免疫応答関連遺伝子はOIT
群で低下し、OIT+葛根湯群ではさらに低下した。また、OIT+葛根湯群では、粘膜型マスト細胞の
指標である mMCP-1 の血漿中濃度の有意な低下が認められた。さらに、LP における CD4 陽性細
胞中の Foxp3 陽性制御性 T 細胞の割合は、未治療群に比較して OIT 群で有意に増加し、OIT+葛
根湯群では、未治療群および OIT群に比較して有意に増加した（未治療 20.9 ± 1.1%、OIT 24.2 ± 
1.0%、OIT+葛根湯 27.7 ± 1.2%、P<0.05 [未治療 vs OIT、OIT vs OIT+葛根湯]、P<0.001 [未治
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